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平
成
二
十
九
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

❖
学
位
論
文
題
目
一
覧

博
士
学
位
論
文

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

学
位
記
番
号

氏
　
　
名

　
博
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

博
（
文
） 

甲
第
４
号

塩
濱　

健
児

「
歴
史
を
歴
史
に
よ
っ
て
克
服
す
る
」 

　

―
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の

《
歴
史
主
義
》
に
つ
い
て
の
考
察
―

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

山
田　

萌
果

新
し
い
〈
少
女
〉
表
象
に
み
る
ア
ブ
ジ
ェ
ク
ト

―
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
ア
ー
ト
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
―

山
田　
　

航

歌
誌
「
日
光
」
に
お
け
る
口
語
短
歌
運
動

大
矢　

理
彩

タ
イ
人
日
本
語
学
習
者
の

　

学
習
動
機
の
変
化
と
そ
の
要
因

―
質
的
調
査
法
に
よ
る
分
析
か
ら
―

佐
々
木
律
子

元
正
天
皇
治
世
の
意
義

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

小
山　

麗
華

ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
と
煉
獄
の
系
譜

［
彙
報
］
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［彙報］平成29年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

柴
田　

崇 

教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

柴
田　

崇 

教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

小
松
か
お
り 

教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

小
松
か
お
り 

教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

大
森
一
輝 
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

大
森
一
輝 
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

大
森
一
輝 

教
授

西
洋
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

田
中
洋
也 

教
授

西
洋
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

田
中
洋
也 

教
授

西
洋
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者
（
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

193



授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義

大
石
和
久 

教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ａ

大
石
和
久 

教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ｂ

大
石
和
久 
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

中
川
か
ず
子 
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

菅　

泰
雄 

教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

追
塩
千
尋 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

鈴
木
英
之 

准
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

鈴
木
英
之 

准
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

鈴
木
英
之 

准
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義

手
塚　

薫 

教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

須
田
一
弘 

教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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［彙報］平成29年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ｃ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ａ

菅　

泰
雄 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ｂ

菅　

泰
雄 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅵ
Ｃ

菅　

泰
雄 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

須
田
一
弘 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者
（
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

195



授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

柴
田　

崇 
教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森 

一
輝 
教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森 

一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

大
森 

一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

小
松
か
お
り 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
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［彙報］平成29年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

鈴
木
英
之 

准
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

鈴
木
英
之 
准
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

鈴
木
英
之 
准
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

中
川
か
ず
子 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

菅　

泰
雄 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

菅　

泰
雄 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

菅　

泰
雄 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

寺
田
吉
孝 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅰ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

追
塩
千
尋 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅱ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅱ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

本
城
誠
二 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

本
城
誠
二 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

本
城
誠
二 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中
洋
也 
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

安
酸
敏
眞 
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

佐
藤
貴
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

佐
藤
貴
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

佐
藤
貴
史 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅰ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅲ

仲
松
優
子 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

仲
松
優
子 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

仲
松
優
子 

准
教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅲ

瀬
名
波
栄
潤 

講
師

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程
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◎
二
〇
一
八
年
度
第
一
回
〔
全
体
ゼ
ミ
〕（
修
士
課
程
二
年
・
中
間

報
告
）　

　

七
月
七
日
（
土
）
10
：
00
〜
12
：
20
、
本
学
Ａ
Ｖ
４
番
教
室
に

て
開
催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
３
名
と
博
士
課

程
の
一
名
の
院
生
が
次
の
題
目
で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の

一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約
30
名
）

　

辻
見
祐
太
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
贖
罪
供
犠
に
お
け
る
『
贖

い
』
の
観
念
」

　

佐
野
元
紀
「
平
安
期
に
お
け
る
怪
異
と
鬼
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

竜
野
征
一
郎
「
コ
ア
図
式
を
使
っ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
学
習
教
材

の
有
用
性
の
研
究
― e-learning 

シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
調
査
を
基
に
―
」　
　
　

               

　

髙
嶋
熙
和
「
石
橋
湛
山
研
究
」   

◎
二
〇
一
八
年
度
第
二
回
〔
全
体
ゼ
ミ
〕（
修
士
課
程
一
年
・
中
間

報
告
）

　

十
一
月
十
日
（
土
）
10
：
40
〜
14
：
00
、
本
学
Ａ
Ｖ
４
番
教
室

に
て
開
催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
一
年
に
在
学
す
る
４
名
と
博
士

課
程
の
一
名
の
院
生
が
次
の
題
目
で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容

の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約
30
名
）

　

伊
藤
翔
太
「
天
皇
の
前
身
説
話
に
つ
い
て
」

　

孔　

継
金
「
戦
国
期
本
願
寺
寺
内
町
に
お
け
る
『
宗
教
関
係
』

に
つ
い
て
」

　

山
﨑
朔
夜
「『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
和
歌
の
考
察
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
歌
徳
説
話
』
を
手
掛
か
り
に
」

　

田
澤
あ
す
美
「
介
護
分
野
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習
制
度

の
日
本
語
要
件
の
検
討
―
現
場
で
の
日
本
語
使
用

実
態
か
ら
の
考
察
―
」                       

　

森　

良
太
「
短
期
留
学
生
の
学
び
の
構
造
的
把
握
―
社
会
シ

ス
テ
ム
理
論
を
も
と
に
―
」

◎
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
第
六
回
大
会

　

十
二
月
八
日
（
土
）（
13
：
00
〜
16
：
30
）、
本
学
Ｃ
31
番
教
室
に
て
、

「
人
文
学
（
文
化
研
究
）
と
実
学
（
観
光
研
究
）
と
実
践
（
観
光

振
興
）
を
つ
な
ぐ
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
約

20
人
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。
司
会
の
大
森
一
輝
先
生
に
よ
る
趣

旨
説
明
の
あ
と
、
４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
報
告
、
そ
の
後

３
名
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
コ
メ
ン
ト
を
し
て
、
参
加
者
か
ら

の
質
疑
応
答
な
ど
が
あ
り
、
活
発
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

〇
総
論

　

大
森
一
輝
（
人
文
学
部
教
授
）「
世
界
遺
産
と
観
光
に
つ
い
て

人
文
学
研
究
者
は
何
を
考
え
る
べ
き
な
の
か
？
」

　

○
各
論

　

大
森
一
輝
（
人
文
学
部
教
授
）「
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
先

文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動
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住
民
遺
跡
観
光
の
現
状
」

　

柴
田　

崇
（
人
文
学
部
教
授
）「『
プ
ラ
ン
タ
ン
＝
モ
レ
ト
ゥ

ス
の
家
屋
・
工
房
・
博
物
館
複
合
体
』
は
い
か
に

し
て
世
界
遺
産
に
な
っ
た
の
か
？
」

　

仲
丸
英
起
（
人
文
学
部
准
教
授
）・
鈴
木
英
之
（
人
文
学
部
准

教
授
）「『
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
』
は
ど
の
よ
う
に
「
活
用
」
さ
れ
る
べ
き

な
の
か
？
」

　

〇
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　

手
塚　

薫
（
人
文
学
部
教
授
）

　
　

大
谷
通
順
（
人
文
学
部
教
授
）

　
　

小
松
か
お
り
（
人
文
学
部
教
授
）
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集
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…

◉
『
年
報
新
人
文
学
』
第
15
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
論
文
三
本
、
研
究
ノ
ー
ト
二
本
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
分
野
か
ら

貴
重
な
論
考
が
集
ま
り
ま
し
た
。執
筆
さ
れ
た
方
々
、ま
た
、厳
正
な
る
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
本
号
の
巻
頭
言P

ronunciation T
eaching and R

esearch: Inclusion and E
xclusion　

で
は
、
米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
氏
が
英
語
教
育
、
特
に

音
声
教
育
に
関
す
る
興
味
深
い
教
育
研
究
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。
音
声
教
育
で
は
伝
統
的
にnativeness

（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ら
し
さ
）
が
主

要
な
基
準
に
置
か
れ
る
も
の
の
、intelligibility

（
理
解
し
や
す
さ
）
も
併
せ
て
重
要
な
基
準
と
な
る
と
い
う
最
近
の
論
考
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、intelligibility

の
重
要
性
が
問
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

◉
森
川
慎
也
氏
に
は
、
昨
年
の
『
新
人
文
学
』
第
14
号
の
「
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
運
命
感
」
に
引
き
続
き
、「
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
理
想
主

義
」
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
論
文
が
収
録
さ
れ
た
著
書
も
２
冊
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
精
力
的
に
研
究
成
果
を
発
表
し
、
イ
シ

グ
ロ
研
究
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
掲
載
の
論
文
も
作
家
の
信
念
と
創
作
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
深
く
イ
シ
グ
ロ
像
に
迫
る
興

味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
小
柳
敦
史
氏
に
は
、
研
究
ノ
ー
ト
「
ト
レ
ル
チ
の
『
脱
歴
史
化
』
モ
チ
ー
フ
の
射
程
―
塩
濱
健
児
氏
の
博
士
論
文
に
寄
せ
て
―
」
を
ご
投
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
柳
氏
は
二
〇
一
八
年
10
月
に
第
一
回
日
本
基
督
教
学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
神
学
者
・
哲
学
者
で
あ

る
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の
研
究
で
若
手
を
代
表
す
る
研
究
者
で
す
。
本
稿
は
一
昨
年
本
学
文
学
研
究
科
に
提
出
、
受
理
さ
れ
た
、
塩
濱

健
児
氏
に
よ
る
博
士
論
文
へ
の
再
評
価
を
試
み
た
も
の
で
す
。
鋭
い
分
析
と
柔
ら
か
な
表
現
力
で
説
得
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
時
間

の
制
約
が
あ
り
研
究
ノ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
次
回
は
論
文
と
し
て
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
大
学
院
博
士
（
後
期
）
課
程
３
年
に
在
籍
す
る
森
良
太
氏
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
本
号
で
も
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
教

育
の
「
公
共
性
」
に
関
す
る
最
近
の
論
考
を
紹
介
し
な
が
ら
、日
本
語
教
育
の
社
会
性
と
い
う
視
点
の
重
要
性
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

博
士
（
後
期
）
課
程
１
年
に
在
籍
す
る
佐
々
木
律
子
氏
も
、「
元
正
天
皇
期
の
政
権
構
造
」
を
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
女
帝
が
単
な

る
中
継
ぎ
で
は
な
く
、即
位
時
の
諸
課
題
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
政
治
を
推
進
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

意
欲
的
な
論
考
で
す
。
さ
ら
に
、
大
学
院
研
究
生
で
あ
る
、
中
国
河
南
省
出
身
の
呉
嘉
琦
氏
か
ら
は
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
「
中
国
に
お
け

る
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
総
括
」
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
年
報
新
人
文
学
』
が
こ
う
し
た
大
学
院
生
に
よ
る
研
究
成
果
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発
表
の
場
と
な
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
な
投
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
渡
部
あ
さ
み
・
中
川
か
ず
子
）
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